
一
般
質
問

つづく！
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

文
字
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
ま
す
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
現
在
の
施
策
、
将
来
の
考
え
方
や
説
明
を
町
長
な
ど
に
求
め
、

町
民
の
た
め
の
適
切
な
町
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
か
質

た

だ

す
も
の
で
す
。

Ｑ
多
く
の
被
害
を
も
た

多
く
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
東
日
本
台
風
後
の

ら
し
た
東
日
本
台
風
後
の

﹁
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
﹂

﹁
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
﹂

や
地
域
防
災
計
画
の
﹁
浸

や
地
域
防
災
計
画
の
﹁
浸

水
予
想
図
﹂。
さ
ら
に
、

水
予
想
図
﹂。
さ
ら
に
、

最
近
の
豪
雨
被
害
の
デ
ー

最
近
の
豪
雨
被
害
の
デ
ー

タ
な
ど
か
ら
、
河
川
の
近

タ
な
ど
か
ら
、
河
川
の
近

く
に
あ
る
小
学
校
は
、
児

く
に
あ
る
小
学
校
は
、
児

童
や
保
護
者
が
安
心
で
き

童
や
保
護
者
が
安
心
で
き

る
場
所
と
い
え
る
の
か
。

る
場
所
と
い
え
る
の
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　

十

　

十

分
な
安
全
が
確
保
で
き
る

分
な
安
全
が
確
保
で
き
る

場
所
で
は
な
い
か
と
認
識

場
所
で
は
な
い
か
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
危
機
管
理
の
鉄
則
は

危
機
管
理
の
鉄
則
は

最
悪
を
想
定
し
て
準
備
す

最
悪
を
想
定
し
て
準
備
す

べ
き
だ
と
思
う
が
。

べ
き
だ
と
思
う
が
。

Ａ
学
校
教
育
課
長
ほ
か

学
校
教
育
課
長
ほ
か

浸
水
エ
リ
ア
に
隣
接
す
る

浸
水
エ
リ
ア
に
隣
接
す
る

位
置
な
の
で
絶
対
安
全
で

位
置
な
の
で
絶
対
安
全
で

あ
る
と
の
保
障
は
あ
り
ま

あ
る
と
の
保
障
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

せ
ん
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

計
画
の
変
更
は
考
え
て
い

計
画
の
変
更
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
、
教
育
委

ま
せ
ん
。
今
後
、
教
育
委

員
会
で
検
討
す
る
の
は
よ

員
会
で
検
討
す
る
の
は
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

ま
す
。

髙
たかはし

橋功
い さ お

人議員

答 

弁
施
設
の
安
全
を
教

施
設
の
安
全
を
教

育
委
員
会
で
検
討
す
る

育
委
員
会
で
検
討
す
る

再
編
後
の
学
校

再
編
後
の
学
校

環
境
の
安
全
は

環
境
の
安
全
は

水災想定

笹
ささもと

本孝
たかゆき

幸議員

答 

弁

事
業
者
に
改
善

事
業
者
に
改
善

計
画
の
提
出
を
指
示
し
た

計
画
の
提
出
を
指
示
し
た

被
害
状
況
と

被
害
状
況
と

当
町
の
対
応
は

当
町
の
対
応
は

泥水流出の事業所入り口付近

Ｑ
今
年
７
月
に
発
生
し

今
年
７
月
に
発
生
し

た
下
里
地
内
﹁
小
川
町
太

た
下
里
地
内
﹁
小
川
町
太

陽
光
発
電
事
業
﹂
地
か
ら
の

陽
光
発
電
事
業
﹂
地
か
ら
の

泥
水
流
出
事
故
の
概
要
と

泥
水
流
出
事
故
の
概
要
と

被
害
状
況
は
。

被
害
状
況
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

降

　

降

雨
に
よ
り
事
業
地
内
か
ら

雨
に
よ
り
事
業
地
内
か
ら

表
土
・
木
く
ず
等
が
雨
水

表
土
・
木
く
ず
等
が
雨
水

と
混
ざ
り
泥
水
と
な
っ
て
、

と
混
ざ
り
泥
水
と
な
っ
て
、

道
路
、
水
路
な
ど
に
流
出

道
路
、
水
路
な
ど
に
流
出

し
た
も
の
で
す
。
国
道
・

し
た
も
の
で
す
。
国
道
・

町
道
や
民
家
の
敷
地
内
、

町
道
や
民
家
の
敷
地
内
、

水
田
等
、
か
な
り
広
範
囲

水
田
等
、
か
な
り
広
範
囲

に
流
出
し
、
槻
川
で
も
泥

に
流
出
し
、
槻
川
で
も
泥

水
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

水
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
事事
故
後
の
事
業
者
に

故
後
の
事
業
者
に

対
す
る
町
の
対
応
は
。

対
す
る
町
の
対
応
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

流

　

流

出
事
故
当
日
、
再
三
、
早

出
事
故
当
日
、
再
三
、
早

急
な
原
状
回
復
と
地
域
住

急
な
原
状
回
復
と
地
域
住

民
へ
の
対
応
を
き
ち
ん
と
す

民
へ
の
対
応
を
き
ち
ん
と
す

る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
改
善
計
画
提
出
後
の

改
善
計
画
提
出
後
の

住
民
説
明
会
は
。

住
民
説
明
会
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

下

　

下

里
三
区
、
四
区
へ
の
説
明

里
三
区
、
四
区
へ
の
説
明

会
を
求
め
て
い
ま
す
。　

会
を
求
め
て
い
ま
す
。　

土砂流出

笠
かさはら

原規
のりひろ

弘議員

答 

弁
状
況
に
応
じ
、
剪

状
況
に
応
じ
、
剪

定
や
伐
採
を
行
っ
て
い
る

定
や
伐
採
を
行
っ
て
い
る

官
地
等
の
樹
木

官
地
等
の
樹
木

管
理
は

管
理
は

名残惜しいけど正しい判断

Ｑ
大
塚
八
幡
神
社
参
道

大
塚
八
幡
神
社
参
道

の
桜
並
木
が
伐
採
さ
れ
た

の
桜
並
木
が
伐
採
さ
れ
た

が
、
判
断
に
至
る
経
緯
は
。

が
、
判
断
に
至
る
経
緯
は
。

Ａ
建
設
課
長

建
設
課
長
﹁
幹
が
空

﹁
幹
が
空

洞
化
し
て
い
る
﹂
と
情
報

洞
化
し
て
い
る
﹂
と
情
報

が
あ
り
、
専
門
家
に
調
査

が
あ
り
、
専
門
家
に
調
査

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
寿

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
寿

命
を
は
る
か
に
過
ぎ
て
い

命
を
は
る
か
に
過
ぎ
て
い

る
診
断
結
果
で
し
た
。
住

る
診
断
結
果
で
し
た
。
住

民
及
び
通
行
者
の
安
全
を

民
及
び
通
行
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
、
道
路
管
理

第
一
に
考
え
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
町
が
伐
採
し
ま

者
で
あ
る
町
が
伐
採
し
ま

し
た
。

し
た
。

Ｑ
作
業
が
困
難
な
住
宅

作
業
が
困
難
な
住
宅

密
集
地
に
お
い
て
、
伐
採

密
集
地
に
お
い
て
、
伐
採

や
伐
根
の
費
用
は
多
額
と

や
伐
根
の
費
用
は
多
額
と

な
る
よ
う
だ
。
町
は
ど
う

な
る
よ
う
だ
。
町
は
ど
う

関
与
し
て
い
く
の
か
。

関
与
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

私

　

私

有
地
に
お
け
る
木
々
は
あ

有
地
に
お
け
る
木
々
は
あ

く
ま
で
も
個
人
の
管
理
が

く
ま
で
も
個
人
の
管
理
が

原
則
で
す
。
相
談
が
あ
っ
た

原
則
で
す
。
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、
専
門
業
者
の
紹

場
合
は
、
専
門
業
者
の
紹

介
等
の
助
言
を
行
い
ま
す
。

介
等
の
助
言
を
行
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

●
そ
の
他
の
質
問

リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
大

リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
大

ホ
ー
ル
の
修
繕
を

ホ
ー
ル
の
修
繕
を

樹木管理

水災が懸念される合流付近

Ｑ
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ

は
﹁
鎌
倉
殿
の
十
三
人
﹂。

は
﹁
鎌
倉
殿
の
十
三
人
﹂。

こ
の
機
会
に
﹁
仙
覚
律
師
﹂

こ
の
機
会
に
﹁
仙
覚
律
師
﹂

﹁
万
葉
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
﹂

﹁
万
葉
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
﹂

を
活
か
し
た
駅
周
辺
の
町

を
活
か
し
た
駅
周
辺
の
町

中
散
歩
の
活
発
化
は
。

中
散
歩
の
活
発
化
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
老
朽
化
が

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
老
朽
化
が

進
み
、
令
和
元
年
度
に
修

進
み
、
令
和
元
年
度
に
修

繕
を
行
い
ま
し
た
。﹁
仙
覚

繕
を
行
い
ま
し
た
。﹁
仙
覚

万
葉
コ
ー
ス
﹂
を
設
置
し

万
葉
コ
ー
ス
﹂
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に

て
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に

さ
ら
な
る
活
用
を
図
っ
て
い

さ
ら
な
る
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
広
が
り
を
見
せ
る
城

広
が
り
を
見
せ
る
城

ブ
ー
ム
だ
が
、﹁
御
城
印
﹂

ブ
ー
ム
だ
が
、﹁
御
城
印
﹂

の
収
集
も
魅
力
の

の
収
集
も
魅
力
の
11
つ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。
和
紙
の
利

な
っ
て
い
る
。
和
紙
の
利

用
促
進
等
に
も
つ
な
が
る

用
促
進
等
に
も
つ
な
が
る

御
城
印
の
取
り
組
み
を
。

御
城
印
の
取
り
組
み
を
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　　

小
川
町
に
は
数
ヵ
所
の
中

小
川
町
に
は
数
ヵ
所
の
中

世
山
城
が
あ
り
、
県
指
定

世
山
城
が
あ
り
、
県
指
定

史
跡
の
山
城
も
あ
り
ま
す
。

史
跡
の
山
城
も
あ
り
ま
す
。

御
城
印
の
発
行
や
和
紙
活

御
城
印
の
発
行
や
和
紙
活

用
な
ど
、
観
光
協
会
等
と

用
な
ど
、
観
光
協
会
等
と

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

髙
たかはし

橋さゆり議員

答 

弁
こ
れ
ま
で
の
活
動

こ
れ
ま
で
の
活
動

を
ふ
ま
え
検
討
す
る

を
ふ
ま
え
検
討
す
る

若
者
未
来
会
議

若
者
未
来
会
議

の
事
業
継
続
を

の
事
業
継
続
を

若者未来会議との座談会

Ｑ
若
者
未
来
会
議
の
取

若
者
未
来
会
議
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
進
捗
は
。

り
組
み
に
つ
い
て
進
捗
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　

新

　

新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
の
開
催
を

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
の
開
催
を

見
直
し
、
町
内
飲
食
店
の

見
直
し
、
町
内
飲
食
店
の

魅
力
を
発
信
す
る
動
画
制

魅
力
を
発
信
す
る
動
画
制

作
に
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

作
に
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
制
作
と
並

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
制
作
と
並

行
し
て
邁
進
し
て
い
ま
す
。

行
し
て
邁
進
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
若
者
未
来
会
議
と
の

若
者
未
来
会
議
と
の

座
談
会
を
経
験
し
て
、
本

座
談
会
を
経
験
し
て
、
本

事
業
の
継
続
や
、
新
た
な

事
業
の
継
続
や
、
新
た
な

展
開
・
充
実
を
求
め
る
が
。

展
開
・
充
実
を
求
め
る
が
。

Ａ
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　

第

　

第

２
期
若
者
未
来
会
議
の
活

２
期
若
者
未
来
会
議
の
活

動
期
間
は
今
年
度
で
満
了

動
期
間
は
今
年
度
で
満
了

で
す
。
今
後
も
、
町
内
外

で
す
。
今
後
も
、
町
内
外

の
若
者
が
小
川
町
を
知
り
、

の
若
者
が
小
川
町
を
知
り
、

理
解
を
深
め
る
場
を
創
出

理
解
を
深
め
る
場
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
積
極
的

す
る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
若
者
の
意
見
を
聴
く
機

に
若
者
の
意
見
を
聴
く
機

会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
、

会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ふ
ま

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ふ
ま

え
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

え
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

●
そ
の
他
の
質
問

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

若者の声

山
やまぐち

口勝
か つ し

士議員

答 

弁
町
中
散
歩
を
楽
し

町
中
散
歩
を
楽
し

め
る
町
を
目
指
し
ま
す

め
る
町
を
目
指
し
ま
す

日
帰
り
観
光
の

日
帰
り
観
光
の

町
づ
く
り
を

町
づ
く
り
を

万葉モニュメントの活用は

町中散歩

笠
かさはら

原
ひでひこ

彦議員

答 

弁

見
直
し
が
必
要
で

見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る

あ
る
と
捉
え
て
い
る

環
境
保
全
条
例

環
境
保
全
条
例

の
改
正
は

の
改
正
は

Ｑ
事
業
者
は

事
業
者
は
3030
ヘ
ク
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
森
林
伐
採
を
計

タ
ー
ル
の
森
林
伐
採
を
計

画
し
て
い
る
。
当
然
容
認

画
し
て
い
る
。
当
然
容
認

で
き
る
は
ず
は
な
い
が
、

で
き
る
は
ず
は
な
い
が
、

見
解
は
。

見
解
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

太

　

太

陽
光
発
電
事
業
は
正
に
自

陽
光
発
電
事
業
は
正
に
自

然
環
境
と
の
調
和
で
す
。

然
環
境
と
の
調
和
で
す
。

埼
玉
県
と
情
報
共
有
を
図

埼
玉
県
と
情
報
共
有
を
図

り
、
町
民
の
意
見
を
届
け

り
、
町
民
の
意
見
を
届
け

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
土
砂
災
害
警
戒
区
域

土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
隣
地

に
指
定
さ
れ
て
い
る
隣
地

の
開
発
事
業
に
つ
い
て
、

の
開
発
事
業
に
つ
い
て
、

災
害
リ
ス
ク
等
は
。

災
害
リ
ス
ク
等
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

森

　

森

林
法
の
許
可
基
準
に
沿
っ

林
法
の
許
可
基
準
に
沿
っ

た
事
業
計
画
に
な
る
よ
う
、

た
事
業
計
画
に
な
る
よ
う
、

事
業
者
に
求
め
て
い
き
ま

事
業
者
に
求
め
て
い
き
ま

す
。
す
。Ｑ

町
か
ら
埼
玉
県
に
提

町
か
ら
埼
玉
県
に
提

出
し
た
意
見
書
の
中
身
の

出
し
た
意
見
書
の
中
身
の

ポ
イ
ン
ト
は
。

ポ
イ
ン
ト
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

土

　

土

砂
災
害
防
止
対
策
の
徹
底
、

砂
災
害
防
止
対
策
の
徹
底
、

生
物
の
多
様
性
の
保
存
な

生
物
の
多
様
性
の
保
存
な

ど
で
す
。

ど
で
す
。

プリム跡

緑豊かな自然環境を残したい

柔道の阿部選手兄妹、同時の

金メダルでかっこいいと思い

ました。（N・Mさん 14歳）

卓球が楽しかった。
（M・Mさん 20代）

自分に甘えないことを教えて

もらいました。（B・Tさん 20代）

侍ジャパンの活躍に感動！や

はり日本の野球は世界一だっ

た。（S・Tさん 32歳）

昔、スケボーをやっていたので、

男女ダブル金メダル獲得に泣

いた。（K・Kさん 36歳）


